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概要 

東海国立大学機構は、令和 3 年度に「先端研究基盤競争促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」

に採択され、優れた研究設備・機器を広く機構内外で共用できる体制の構築を進めている。その中でも、技

術職員が主体となって運用し、稼働時間の全てを学内外への共用に充てることができるコアファシリティ重

点運用機器の一つとして、「Orbitrap Exploris 240 UHPLC-MS（以下、Orbitrap）」を令和 4 年度に導入した。本

装置は高い分解能と精度を備えた質量分析計であり、様々な分野の研究に極めて有用な汎用研究機器である。

また、機器担当の技術職員と技術相談等のマネジメントを担当するコアファシリティアドミニストレータ

（CFA）と緊密に連携し、充実した研究支援を継続的に実施している。その結果、順調に利用実績を伸ばし、

研究支援の成果をあげている。 

 

1 コアファシリティ重点運用機器とは 

  東海国立大学機構は令和 3 年度に文部科学省「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援

プログラム）」に採択されている。コアファシリティ構築支援プログラムとは、大学・研究機関が組織として

継続的に、優れた研究設備・機器を戦略的に整備・活用し、全ての研究者がより研究に打ち込める環境を実

現するために、新たな共用システムの成果を発展させ、研究機関全体の研究基盤として戦略的に導入・更新・

共用する仕組みを強化（コアファシリティ化）す

るとともに、研究設備・機器のサポート・維持管

理に必要不可欠な技術職員の組織的な育成・確保

に取り組んでいく事業である[1]。現在、コアファ

シリティ重点運用機器として 5 台の装置が導入

されており、これらの装置は、技術センター所有

の装置として技術職員が主体となって運用し、稼

働時間のほぼ全てを共用に充てている。特に、

Orbitrap は重点運用機器として最初に導入され、

現在最も成果を上げている装置となっている（図

1）。 



第 3 回 東海国立大学機構 技術発表会（名古屋大学，2024 年 3 月 5 日） 

2 利用促進の取り組み 

 Orbitrap は令和 4 年度の 4 月から正式な運用を開始しているが、CFA と連携して利用促進の取り組みを

行ってきた。測定事例を「アプリケーションノート」や「Data Report」といった形でメールでの配信や統括

技術センターのホームページに掲載している[2]（図 2、3）。標準試料等を使用し、測定条件や分析結果をまと

めた資料となっている。需要があると見込んだ試料（アミノ酸・神経伝達物質・脂質等）の分析事例を紹介

しており、利用者の増加に繋がっている。また、測定代行業務の流れの中で、CFA と緊密に連携することで、

技術相談から測定結果の解析のサポートまで十分な研究者支援を可能としてきた。 
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3 運用実績 

 令和 4 年度の Orbitrap の総利用時間は 157 時間であった（図 4）。四半期毎の利用時間を確認したところ、

第 1 四半期と第 2 四半期はほぼ同等の利用時間であるが、第 3 四半期は第 2 四半期までの約 2 倍、第 4 四半

期は第 3 四半期の約 2.5 倍に増加している。このことから、運用開始から時間を経過することで、徐々にユ

ーザーからの利用時間が増加していることが確認できる。次に令和 5 年度の総利用時間だが、令和 4 年度と

比較すると大幅に増加しており、約 5 倍弱となる 746 時間であった。令和 5 年度の四半期毎の利用時間は、

卒業論文や修士論文の執筆を控えた第 3 四半期が最も多く、それ以外の四半期はほぼ同等との結果が得られ

た。 

 

また、令和 4 年度のユーザー属性に対応して利用時間の内訳を確認したところ、本装置が敷地内にある名

古屋大学大学院生命農学研究科・農学部に所属する研究者からの利用時間が 117 時間と大半を占めており、

それ以外の研究科等である機構内からの利用が 40 時間であった（図 5）。令和 5 年度についても同様ユーザ

ー属性に対応して利用時間の内訳を見ると、名古屋大学大学院生命農学研究科・農学部に所属する研究者か

らの利用時間が 666 時間となり、大幅に増加している。また、機構内からの利用は若干増加傾向を示してい

るが前年度とほぼ同等であった。特筆すべき点としては、令和 4 年度には無かった他大学等を示す機構外（非

営利）からの利用が 38 時間あった。令和 5 年度になり大幅に利用時間が増加した要因としては、利用促進等

によって Orbitrap の学内認知度が一定レベルで向上した為だと考えられる。名古屋大学大学院生命農学研究

科・農学部に所属する研究者からの利用時間が大幅に上昇した一方、それ以外の部局からの利用は伸び悩ん

でいるように見られる。これは、名古屋大学大学院生命農学研究科・農学部以外へのアピールの弱さを示し

ていると考えられ、令和 6 年度には一層の情報発信が必要であると思われる。更に、機構外（非営利）のユ

ーザーについて分析すると、学内ユーザーからの紹介である所謂「口コミ」が 40%、残り 60%が東海国立大

学機構設備・機器共用システムを見て担当者にコンタクトをとってきたものであった。また、利用者の殆ど

が愛知県内の組織に所属していた。このことから、WEB ページの一層の充実化を図ると共に、地域に向けた

情報発信が今後重要になると考えている。 
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4 事例紹介 

 運用開始以降、様々なサンプルの測定を行ってきたが、その中で最も技術相談が多い測定の一つはアミノ

酸の定量測定である。本装置が名古屋大学大学院生命農学研究科・農学部の敷地内にあることもあり、動物

の血漿や血清、食品等に含まれているアミノ酸の測定依頼が多くある。特に、微量なアミノ酸を、誘導体化

等を経ることなく迅速に測定したいという相談があり、その需要に対応するため、Imtakt 社製の非誘導体化

アミノ酸カラム「Intrada Amino Acid（2 x 100 mm、3 µm）」を所有しており、こちらのカラムを使用してア

ミノ酸の測定を行ってきた。 

 アミノ酸を質量分析装置で測定する際、ピーク面積にばらつきが生じ正確な定量ができないといった問題

がある。「アミノ酸混合標準液，H 型（富士フイルム 和光純薬株式会社）」を標準サンプルとして 10 nM～

1 mM にそれぞれ調製し、測定を行った[3]。このデータを用い定量解析ソフトの「TraceFinder 5.1」を使用し

て絶対検量線法による検量線を作成したところ、検量線が大きな曲線を描く結果となっている（図 6）。標

品の定量値（Calc Amount）を確認すると、設定値（Std Amount）から大きく外れている結果が広い濃度範囲

で生じている（表 1）。したがって、アミノ酸を定量測定する場合は、ピーク面積のばらつきを抑制する必
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要がある。 

 ピーク面積のばらつきを抑制するために、当分析室では、13C,15N 同位体標識アミノ酸混合物水溶液を内部

標準として使用し、内部標準法による検量線の作成を行っている。こちらは全て 13C,15N に標識化されたアミ

ノ酸混合液となっている。内部標準をサンプルに添加し、同様に測定したデータを「TraceFinder 5.1」を使用

して内部標準法による検量線を作成したところ、検量線の直線性は高い結果となった（図 7）。また、標品

の定量値（Calc Amount）を確認すると、設定値（Std Amount）との誤差は広い範囲で小さくなっている（表

2）。同位体標識されたアミノ酸を内部標準として使用することで、ピーク面積のばらつきによる影響を抑制

することができ、質量分析装置を用いた測定で精度の高い定量値を求めることが可能としている。 

 

5 まとめ 

 Orbitrap は令和 4 年度より正式に運用が開始され、時間経過とともに利用時間が増加している。また、令和

5 年度の総利用時間は令和 4 年度と比較すると約 5 倍増加している。その要因としては、利用促進等によっ

て Orbitrap の学内認知度が一定レベルで向上した為だと考えられる 

 今後の課題としては、名古屋大学大学院生命農学研究科・農学部以外の利用時間を増やしていくことであ

る。CFA と緊密に連携し、WEB ページの一層の充実化を図ると共に、地域に向けた情報発信を行っていく必

要がある。 
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